
●代表的論文の抜粋 (様式３別添)提出用台紙

様式３を１ページ目、様式４を２ページ目、様式５を３ページ目にして一つの PDF ファイルにしてください。フ 

ァイル名は G********（選考管理番号）_02としてください。さらに、本紙を１ページ目、その次のページ以降

に代表的論文の抜粋等をまとめて、別途一つの PDF ファイルにしてください。 

ファイル名は G********（選考管理番号）_03 としてください。

該当箇所をチェック、記入してください。 

※「代表的論文の抜粋」は A４版、２ﾍﾟｰｼﾞ以内におさめてください。日本語以外で記載の場合は、和訳（A４版、２ﾍﾟｰｼﾞ以内）

もあわせて添付してください。

※「代表的論文」が共著や共同論文の場合は、共著や共同論文であることを「抜粋」に明記した上で、応募者自身がどのよう

に貢献したか明示したものを提出してください。

※学部在籍中の応募者について「代表的論文の抜粋」は卒業論文がある場合は卒業論文の抜粋又は要旨を提出することが

望ましいです。卒業論文がない場合は、その他の論文やレポートを提出してください。

※支援を希望する学位と同じレベルの学位を取得済または取得予定で、分野が極めて近い場合には、これまで学修・研究し

てきた分野と全く同じではないことを別紙（様式任意）で説明してください。

選考管理番号 G22123456 

氏名 機構 ミドル 花子 

カナ氏名 キコウ ミドル ハナコ 

論文の題目 ○○の人類学的考察 

提出論文 

（該当するものにチェック

してください） 

☐学位論文（学士） 大学 学部 

☐学士課程で卒業論文を書いていない場合、その他の論文や

レポート

☒学位論文（修士） アオミ   大学    文学  研究科 

☐学位論文（博士） 大学   研究科 

☐その他の研究論文（具体的に記入）

（     ） 

記述言語 ☒日本語

☐日本語以外 語 

取得済学位と同レベル、同

分野ではないことを説明

する文書（該当者のみ） 

☐第１希望、第２希望大学での取得予定学位が、取得済学位と同レ

ベルの場合、同分野ではないことを説明する文書



「●●の人類学的考察について」 

2018年 2月 27日  機構 花子 アオミ大学修士論文 

●●●●・・・・



様式２ 留学先大学 別添① 大学院 英文大学名 

根拠書類スクリーンショット （画像） 

現地語表記の大学名（英語以外の場合） 表記箇所スクリーンショット（画像） 

 

選考管理番号 G22123456 

カナ氏名 キコウ ミドル ハナコ 

留学先大学名（英文） University Japan Student Services Organization 

希望順 

（該当するものを〇で囲んでください）
第１希望   第２希望 

出典 

（該当するものを〇で囲んでください）

大学のホームページ ／ 入学許可証 ／ 

大学にメールで問い合わせた文書 ／ 

その他 （具体的に記載してください） 

出典URL 

（ホームページの場合記入すること）

https://ryugaku.jasso.go.jp/ （英語） 

https://ryugaku.fr.jasso.go.jp/ （フランス語） 

留学先大学根拠資料提出用台紙 

【作成方法】 

（１）青枠内に必要事項を記入の上、様式２に記載した内容を確認するための根拠が確認できる文書を「根拠書類スクリーンショット」欄にはりつ

け、留学先大学毎に別添①～⑧を A4サイズの一つの PDF ファイルにしてください。

(2)貼り付けた画像が鮮明であることを確認してください。

(3)「該当するものを〇で囲んでください」の欄は右側の赤い〇を該当する項目まで移動させてください。

(4)留学希望先が複数ある場合は、このファイルを複製し、希望する大学数分作成してください。ファイル名は半角で次のとおりにしてください。

【ファイル名】 G******_04-1.pdf

青字部分G******は選考管理番号とし、赤字部分（1）は第１希望であれば 1，第 2 希望であれば 2 というように変えてください。

例） 選考管理番号が G221234、第 2 希望の根拠書類の場合 【ファイル名】 G221234_04-2.pdf 

【注意点】 

・該当部分を枠で囲み、青枠に記載した大学名（英文）が同じ表記か確認すること。

・例で記載した文字の大きさより大きい状態にすること。これより小さい場合、書類不

備扱いとなり、審査されません。

・ウィキペディアや留学エージェントのサイトからの引用は不可。必ず留学先大学が作成

した媒体から添付すること。

・アルファベット略称ではなく正式名称が記載されていること。

（〇 Japan Student Services Organization × JASSO）

・文字部分だけではなく、大学の作成した文書から取得したことがわかるよう、周辺の

部分も貼り付けること。

・分校に在籍する場合 、その名称も含まれていること。  （例 JASSO University,

Malaysia）

・複数大学間のジョイントディグリープログラム等の場合、在籍する全ての大学の名称が

記載されているページを添付すること。

https://ryugaku.jasso.go.jp/
https://ryugaku.fr.jasso.go.jp/


様式２ 留学先大学 別添② 大学院 留学先大学住所 

根拠書類スクリーンショット （画像） 

選考管理番号 G22123456 

カナ氏名 キコウ ミドル ハナコ 

留学先大学名（英文） University Japan Student Services Organization 

出典 

（該当するものを〇で囲んでくだ

さい） 

大学のホームページ ／ 入学許可証 ／ 大学にメールで問い合わ

せた文書／ その他 （具体的に記載してください） 

出典URL 

（ホームページの場合記入すること）

https://ryugaku.jasso.go.jp/address 

【注意点】 

・該当部分を枠で囲むこと。

・例で記載した文字の大きさより大きい状態とすること。これより小さい場合、書類不

備扱いとなり、審査されません。 

・ウィキペディアや留学エージェントのサイトからの引用は不可。必ず留学先大学が作成

した媒体から添付すること。 

・アルファベット表記で記載されていること。

・複数大学間のダブルディグリー、ジョイントディグリープログラムの場合、在籍するすべ

ての大学の住所がわかるページを添付すること。

https://ryugaku.jasso.go.jp/


様式２ 留学先大学 別添 ③―１ 大学院 取得予定学位名 

根拠書類スクリーンショット （画像） 

選考管理番号 G22123456 

カナ氏名 キコウ ミドル ハナコ 

留学先大学名（英文） University Japan Student Services Organization 

出典 

（該当するものを〇で囲んでください）

大学のホームページ ／ 入学許可証 ／ 

大学にメールで問い合わせた文書／  

その他 （具体的に記載してください） 

出典URL 

（ホームページの場合記入すること）

https://ryugaku.jasso.go.jp/degree 

取得予定学位名の和訳 人類学博士 

【注意点】 

・該当部分を枠で囲むこと。

・例で記載した文字の大きさより大きい状態にすること。これより小さい場合、書類不備扱いとなり、審

査されません。

・なるべく英文で記載された資料を添付すること。英語以外の表記で記載された資料があれば、あわせて

添付すること。

・出典は、大学のホームページ等の「Admissions」や「Degree Programs」等のページに記載されて

いるもので構いません。わからない場合、大学に問い合わせ、回答のメール文の写し等を添付すること。 

・学位名は“Master of Arts”や”Doctor of Philosophy”のように、修士号や博士号に相当する学

位を記載すること。 ＊Diploma, Certificate は、学位ではないため支援対象外です。 

・”PhD in 〇〇〇” 等、 “in” の後に続く名称がある場合、その部分も含めること。 (例 PhD in

Economics)

・学位名に“Master”や”Doctor”に相当する単語が含まれていない場合、その学位が「修士号」や「博士

号」に相当することが記載されている資料を次ページ（別添③―２）に添付し、和訳をつけること。 

・学位名に“Master”や”Doctor”に相当する単語が含まれているが、その学位が「修士号」に相当する

のか、「博士号」に相当するのかが応募時に不明瞭な場合は、どちらかを選択した上で、その旨を本紙「取

得予定学位名の和訳」欄に付記する事。なお、当該学位に関する資料を次ページ（別添③―２）に添付し、

和訳をつけること。 

・英国などの大学において PhD プログラムの途中で MPhil が授与されるプログラムについて、MPhiｌ

のみ取得し PhD を取得しない場合は「修士」の区分、PhD まで取得を予定している場合は「博士」の区分

とすること。 

・ダブルディグリープログラムの場合、両方の学位を記入すること。

https://ryugaku.jasso.go.jp/degree


様式２ 留学先大学 別添 ③―２ 取得予定学位に関する備考 

根拠書類スクリーンショット （画像） 

選考管理番号 G22123456 

カナ氏名 キコウ ミドル　ハナコ 

留学先大学名（英文） University Japan Student Services Organization 

出典 

（該当するものを〇で囲んでください）

大学のホームページ ／ 入学許可証 ／ 

大学にメールで問い合わせた文書／  

その他 （具体的に記載してください） 

出典URL 

（ホームページの場合記入すること）

https://ryugaku.jasso.go.jp/degree 

学位に関する備考記載事

項の和訳 

特筆すべき事項はございません。 

【注意点】 

・該当部分を枠で囲むこと。

https://ryugaku.jasso.go.jp/degree


様式２ 留学先大学 別添④ 大学院 学位取得期間 

根拠書類スクリーンショット （画像） 

選考管理番号 G22123456 

カナ氏名 キコウ ミドル　ハナコ 

留学先大学名（英文） University Japan Student Services Organization 

出典 

（該当するものを〇で囲んでください）

大学のホームページ ／ 入学許可証 ／ 

大学にメールで問い合わせた文書／  

その他 （具体的に記載してください） 

出典URL 

（ホームページの場合記入すること）

https://ryugaku.jasso.go.jp/courselength 

学位取得期間の和訳 フルタイム 3 年 

【注意点】 

・該当部分を枠で囲むこと。

・例で記載した文字の大きさより大きい状態にすること。これより小さい場合、書類不備扱いとなり、審

査されません。 

・なるべく英文で記載された資料を添付すること。

・コースの名称とそのコースを修了するために必要な最短の期間が両方わかるように抜粋すること。

・ホームページ等に記載がない場合、大学にメールで問い合わせ、その結果を添付すること。

・具体的な期間が記載されておらず、卒業に必要な単位数のみ公開されている場合、１年間に取得する単

位数から卒業に必要な期間を計算するなどしてその根拠を和訳欄に記載すること。

例 「卒業に必要な単位数が 60 単位」であり、「１学年で 30 単位を取得する」と記載がある場合、

60÷30＝2 となり、卒業には 2 年かかると説明する。 

例 「卒業に必要な期間が４学期必要」と記載がある場合、１学年が２学期制の場合、学事暦を添付し、

4÷2＝2 となり、卒業には 2 年かかると説明する。 

・英国などの大学において PhD プログラムの途中で MPhil が授与されるプログラムで PhD の取得を

予定している場合、MPhiｌ、PhD がそれぞれ授与されるまでの期間が何年間か記載されている部分を

添付すること。



様式２ 留学先大学 別添⑤ 大学院 語学要件 

根拠書類スクリーンショット 

次ページへ記載しました。 

選考管理番号 G22123456 

カナ氏名 キコウ ミドル　ハナコ 

留学先大学名（英文） University Japan Student Services Organization 

出典 

（該当するものを〇で囲んでください）

大学のホームページ ／ 入学許可証 ／ 

大学にメールで問い合わせた文書／  

その他 （具体的に記載してください） 

出典URL 

（ホームページの場合記入すること）

https://ryugaku.jasso.go.jp/requirement 

留学先大学での言語 英語 

応募者の語学能力 

（該当するものに✓してくださ

い） 

☒ア.   TOEFL iBT 100点以上 又は IELTS 7.0以上 

☐イ-１. TOEFL iBT 95点以上 100点未満 又は

IELTS 6.5以上 7.0未満 （留学先大学に在籍中） 

☐イ-2. TOEFL iBT 95点以上 100点未満 又は

IELTS 6.5以上 7.0未満 （無条件入学許可を得ている） 

☐ウ. ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR） C1以上

留学先大学の語学要件を

満たしているかの状況 

（該当するものに✓してくださ

い） 

☒エ.   総合点、各技能点ともに基準以上 

☐オ-１．総合点は満たしているが、技能点を満たしていない

（留学先大学に在籍中） 

☐オ-２．総合点は満たしているが、技能点を満たしていない

（無条件入学許可を得られる見込みがある） 

☐カ.   語学要件無し 

語学要件の和訳 上級 TOEFL iBT の場合 

上級レベル：全体のスコアは 109、読み書きは 24/30、スピーキングとリ

スニングは 20/30。 



【注意点】 

・該当部分を枠で囲むこと。

・例で記載した文字の大きさより大きい状態にすること。これより小さい場合、書類不備扱いとなり、審

査されません。 

・留学先大学が語学要件を定めていない場合、「語学要件を定めていない」と大学が作成した文書（メール

の返答文書等）などを添付するなどして、語学要件が定められていないことを証明すること。 

・語学要件について「当該国・地域において 1 年間英語で授業を履修していること」のように、具体的な語

学能力試験の点数で示されていない場合、応募者がその要件を満たしていることを証明する文書を次ペ

ージに添付すること。和文以外の場合、和訳も作成すること。 

「オ-２．総合点は満たしているが、技能点を満たしていない(無条件入学許可を得られる見込みがある)」

に該当する場合、無条件入学許可を得られる見込みがあることを説明する文書とその和訳を次ページに

添付すること。 



様式２ 留学先大学 別添⑥ 大学院 留学先大学の概要 

根拠書類スクリーンショット（画像） 

選考管理番号 G22123456 

カナ氏名 キコウ ミドル　ハナコ 

留学先大学名（英文） University Japan Student Services Organization 

出典 

（該当するものを〇で囲んでください）

大学のホームページ ／ 入学許可証 ／ 

大学にメールで問い合わせた文書／  

その他 （具体的に記載してください） 

出典URL 

（ホームページの場合記入すること）

https://ryugaku.jasso.go.jp/requirement 

留学先大学の概要の和訳 15の大学院プログラムがトップ 10に入る 

留学生の割合 20％ 

学生と教授の割合 9:1 

・・・・・・

【注意点】 

・留学先大学の概要がわかる部分を添付すること。

・該当部分を枠で囲むこと。

・本ページも含め、２ページ以内におさめること。

・例で記載した文字の大きさより大きい状態にすること。これより小さい場合、書類不備扱いとなり、審

査されません。 

・ダブルディグリー、ジョイントディグリープログラムの場合、両方の大学の概要を記入すること。

https://ryugaku.jasso.go.jp/requirement


様式２ 留学先大学 別添⑦ 大学院 在籍課程の概要 

根拠書類スクリーンショット （画像） 

選考管理番号 G22123456 

カナ氏名 キコウ ミドル　ハナコ 

留学先大学名（英文） University Japan Student Services Organization 

出典 

（該当するものを〇で囲んでください）

大学のホームページ ／ 入学許可証 ／ 

大学にメールで問い合わせた文書／  

その他 （具体的に記載してください） 

出典URL 

（ホームページの場合記入すること）

https://ryugaku.jasso.go.jp/department 

在籍課程の概要の和訳 ３年間の課程の内、1 年目は、研究計画の作成と、各種研究資金へ

の応募に取り組みます。 

フィールドワークはおおよそ 2 年間にわたる長期間の作業です。 

フィールドワークを一通り終えたら、博士論文の執筆にとりかかります。 

【注意点】 

・留学先大学で在籍するコースの概要がわかる部分を添付すること。

・該当部分を枠で囲むこと。

・本ページも含め、２ページ以内におさめること。

・例で記載した文字の大きさより大きい状態にすること。これより小さい場合、書類不備

扱いとなり、審査されません。

※複数大学間のダブルディグリー、ジョイントディグリープログラムの場合、どの大学にい�

　（その場合、２ページを超えても可） 

つからいつまで在籍するのかが記載されている部分も別途添付すること。

https://ryugaku.jasso.go.jp/department


様式２ 留学先大学 別添 ⑧ 大学院 応募時の状況 

選考管理番号 G22123456 

カナ氏名 キコウ ミドル ハナコ 

留学先大学名（英文） University Japan Student Services Organization 

提出物 

（該当するもの全てに✓してくだ

さい） 

☐在籍証明書

☒無条件入学許可証

☐条件付き入学許可証

☐受入内諾書

☐教員と受入についてやりとりしている文書

☐提出できるもの無し

入学年月が記載されてい

る部分の和訳 

2022 年 4 月 1 日 

修了年月が記載されてい

る部分の和訳 

2025 年 3 月 31 日 

【注意点】 

・本紙を１ページ目、2 ページ目に入学許可書等を添付すること。和文で記載された文書以外は、別紙で和訳も添付するこ

と。応募時点で入学許可等を得られていない場合はその旨記載し、本紙のみを提出すること。 

・在籍証明書、入学許可証を提出する場合、入学年月及び修了予定日が記載された部分を枠で囲み、和訳を記載すること。

受入内諾書等に受入予定年月が記載されている場合も同様。 

※入学許可書や受入受諾書がない場合でも応募できますが、準じるものがある場合は提出してください。ただし、支援開

始までには「条件付」ではない入学許可書が必要です。 

※在籍中の留学先において支援を希望する場合、入学許可証の代わりに在籍証明書の添付でも構いません。

※入学許可書を得られていない場合、留学先大学や指導を依頼する予定の教員とのコンタクト状況が分かるもの（メール

可）があれば添付してください。まだ正式な受入内諾書を受け取っていない場合でも、指導を依頼する予定の教員が受入

の内諾を示している場合は、それが分かるメールを根拠書類として添付してください。 

※ダブルディグリー、ジョイントディグリープログラムの場合は、両方の大学について記入し、必要な添付資料を付けるこ
と。





●パスポート又は在留カード提出用台紙

本紙を１ページ目、2 ページ目にパスポート又は在留カード、3 ページ目に住民票（写）、4 ページ目以降に

説明文書（該当者のみ）をセットし、一つの PDF ファイルにしてください。 

ファイル名は G********（選考管理番号）_05 としてください。

本紙と併せて提出するものにチェックしてください。 

☒日本国パスポート（写）又は在留カード（写）

☐住民票（写） （パスポートで提出できない場合のみ）

☐上記カナ氏名に記載された表記と住民票含む各種証明書の氏名の表記が違う場合、同一人物であるこ

とを証明する根拠書類や説明文書（自由様式） （該当者のみ）

※パスポートは応募者本人の顔写真、氏名が記載されているページのみ提出してください。

※在留カードは表面のみで結構です。

※パスポートを提出できない場合、住民票を提出してください。住民票は2021 年 7 月 15 日以降に発行されたものに限ります。

※住民票は、マイナンバー（個人番号）や住民票コード等が記載されていないものを提出してください。もし、マイナンバーが

記載されている場合、黒く塗りつぶして提出してください。

※住民票は、応募者本人の氏名が記載されていれば、世帯全員分でなくても結構です。�
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●語学能力試験証明書等提出用台紙

本紙を１ページ目として 2ページ目以降に語学能力試験証明書写をセットし、一つの PDF ファイルにしてく

ださい。 

ファイル名は G********(選考管理番号)_06 としてください。

本紙と併せて提出するものにチェックしてください。（いずれか一つ必須） 

☒ TOEFL iBT (Internet-based Test)成績

☐ IELTS (Academic Module Overall Band Score)成績

☐英語以外の語学能力検定の成績＋CEFR対照表

☐（上記３点いずれも提出できないため）「語学運用能力証明書（様式イ）」

☐（受験した語学能力試験と CEFR との対照表が存在しないため）

語学能力試験証明書＋「語学運用能力証明書（様式イ）」

※留学先大学で語学能力試験結果の提出を求めていない場合でも、「募集要項」で定める語学能力試験結果の提出が必要

です。 

※語学能力証明書について、ホームページに表示された成績のスクリーンショットでの提出は認めません。

※公式スコアを語学能力試験の実施団体から各機関宛に直接郵送できる制度がある場合でも、受付センターにスコアを郵送

する手続きをしないでください。 
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【注意点】 

My Best Scores ではなく Test Date Scores の点数を確認します。 



●大学学部以降の卒業（修了）証明書等提出用台紙

本紙を１ページ目、2 ページ目以降に学校ごとに卒業（見込み）証明書、修了（見込み）証明書をセットにして

在籍の時系列順に並べ、一つの PDF ファイルにしてください。 

ファイル名は G********（選考管理番号）_07 としてください。

本紙と併せて提出するものにチェック、記入してください。（複数選択可） 

☒学士課程の卒業（見込み）証明書（  １  大学分・・・学校数を記載）

☐修士課程の修了（見込み）証明書（ 大学分・・・学校数を記載） 

☐博士課程の修了（見込み）証明書（ 大学分・・・学校数を記載） 
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●大学学部以降の学業成績証明書提出用台紙

本紙を１ページ目、2 ページ目以降に大学（学部）以降に在籍した全ての学校について、成績証明書と成績

評価基準をセットにして在籍の時系列順に並べ、一つの PDF ファイルにしてください。 

累積 GPA(Cum GPA)が記載されている部分と、成績評価基準で GPAが 4.0満点であることが記載されてい

る箇所にマーカーをしてください。 

ファイル名は G********（選考管理番号）_08.pdf としてください。

本紙と併せて提出するものにチェックしてください。（いずれか一つ必須） 

☒学士課程の成績証明書と成績評価基準（  １  大学分・・・学校数を記載）

☐修士課程の成績証明書と成績評価基準（ 大学分・・・学校数を記載） 

☐博士課程の成績証明書と成績評価基準（ 大学分・・・学校数を記載） 

☐直近の在籍課程の成績が所定の算出方法の GPA に対応していないため「ＧＰＡ計算書（様式リ）」を併

せて提出する。 

※様式リの提出は直近の在籍課程の成績のみ必要です。

※直近の在籍課程の総在籍期間の累積 GPA が発行されず、学期ごとの GPA や学年ごとの GPA の

みしかない場合も様式リを提出してください。

※直近の在籍課程の GPAが 4.00満点でない場合も様式リを提出してください。

☐直近の在籍課程の成績が、和文又は英文以外で記載されているため、成績証明書及び成績評価基準

の和訳を提出する。

直近の在籍課程における成績が判明していない場合、該当大学名、課程、提出できない理由を記載して 

ください。 
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●推薦状提出用台紙

提出に係る状況にチェックをし、本紙のみ PDFにして提出してください。 

ファイル名は G********（選考管理番号）09.pdf としてください。

該当するものにいずれか一つにチェックしてください。 

☒応募者本人が大学に在籍しており、大学教員２名からの推薦を受ける。

☐応募者本人が大学に在籍はしていないが、大学教員２名からの推薦を受ける。

☐応募者本人が大学に在籍していないので、大学教員１名と大学教員以外の方１名から推薦を受ける。

※応募時の状況に関わらず、２名の推薦者が必要です。

※応募者本人が応募時に大学に在籍している場合は大学教員２名の推薦状が必要です。

※応募者本人が応募時に大学に在籍していない場合は１名以上の大学教員の推薦状が必要です。

※大学教員とは、在籍大学の指導教員のほか、過去の指導教員、共同研究を行ったり、指導を受けたりした在籍大学以外の

教員、海外の大学の教員、既に退職している教員等も含みます。

※大学教員以外から推薦を受ける場合、応募者の専門分野について十分な知識と高い見識を持つ学識経験者であり、応募

者の研究姿勢を良く知っている人物から推薦を受けてください。

※推薦者の連絡先を様式１に必ず記載してください。機構が推薦者に照会することがあります。

※応募者が応募書類のアップロードを完了すると、応募者本人は応募システムで、推薦者が推薦状を提出済であるかを確認

できますので、早めに応募書類を提出してください。推薦者２名分の推薦書が期限までに提出されない場合、応募者自身

の応募書類が締切内に提出されていても、応募を受け付けません。
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